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令和７年度第１回中央区清掃・リサイクル推進協議会 議事録 

 

開催日時 

場所 

令和８年１月 22 日（木） 午後２時 30 分 

東京スクエアガーデン６階 環境情報センター研修室１・２ 

出
席
者
の
氏
名 

委 

員 

○出席委員 

小野田委員、今野委員、桑原委員、滝浪委員、守本委員、五味委員、 

小西委員、境委員、佐々木委員 

○区側委員 

三留委員（環境土木部長） 

○欠席委員 

清水委員、藤井委員、矢吹委員、生島委員（企画部長） 

事
務
局 

（管理調整課）  池田参事 

（環境課）    鎌田課長、荒木係長、宮崎係長 

（中央清掃事務所）星野所長、西山係長、折原係長、小山係長、 

         城所主任、関根主事 

配布資料 （事前配布資料） 

資料１ 令和６年度ごみ量及び資源回収量について 

資料２ 中央区一般廃棄物処理基本計画 2021 の進捗状況について 

資料３ ごみ排出実態調査の実施状況について 

資料４ 中央区ごみ排出実態調査の結果について 

（机上配布資料） 

・令和７年度中央区清掃・リサイクル推進協議会委員名簿 

・中央区清掃・リサイクル推進協議会設置要綱 

議事の概要 １ 開  会 

２ 議  題 

（１）令和６年度ごみ量及び資源回収量について 

（２）中央区一般廃棄物処理基本計画 2021 の進捗状況について 

（３）中央区分別収集計画（第 11 期）について 

（４）中央区ごみ排出実態調査の結果について 

（５）その他 

３ 閉  会 

議事の経過  別紙のとおり 
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協議会の経過 

 

 

１ 開会 

  事務局より、開会の挨拶を行った。 

  ・委員の紹介 

  ・事務局紹介 

  ・座長選出、座長代理指名 

   座長：小野田委員 座長代理：今野委員 

 

２ 議題 

（１）令和６年度ごみ量及び資源回収量について 

（２）中央区一般廃棄物処理基本計画 2021 の進捗状況について 

 〇委員 

  資料１では１人当たりのごみ量が増えているが、資料２の目標達成状況では減少してい

るがこの数値はどういうことか。 

 

 ●区 

  資料２は、現行計画の進捗を検証するため、あくまで計画策定時の基準である令和元年

度の中央区ごみ排出実態調査の比率を適用して算定している。令和６年度の中央区ごみ排

出実態調査の比率をそのまま適用すると目標値と乖離するため、次期計画策定時に目標を

再設定する予定である。 

 

 〇委員 

  現在、区民の人口が毎年増加しているが、この計画におけるごみの減量目標は人口増加

を考慮してのものか。 

 

 ●区 

  今後人口が 20 万人を超える見込みがあるため、それを考慮した目標となっている。 

 

 〇座長代理 

  中央区ごみ排出実態調査を５年に一度実施し、家庭ごみ比率を出しているが、ここで出

す家庭ごみ比率が上振れまたは下振れすると計画全体に大きな影響を及ぼすと考える。調

査方法や、５年に一度上振れまたは下振れする数値をこのまま用いて良いのかということ

について、見解を伺いたい。 

 

●区 

  令和６年度の中央区ごみ排出実態調査は、人口増加の影響を大きく受け、家庭ごみ比率

が５年前の調査から上振れたところであるが、調査結果から推計した令和６年度のごみ量
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と令和６年度のごみ量の実績はおおむね合致している。そのため、次の計画においては、

こちらの調査結果に基づいた家庭・事業系の比率を用いての目標設定を検討していきたい。 

 

（３）中央区分別収集計画（第 11 期）について 

 〇座長 

  計画における排出見込み量の算出根拠は何か。 

 

 ●区 

  中央区ごみ排出実態調査の結果に基づき、今後の人口増、ごみ量の推移、製品プラスチ

ックの分別収集（令和 11 年度開始予定）等を想定して算出した。 

 

 〇委員 

  容器包装プラスチックの直近の実績が人口と比べても少なく感じる。後ほど資料４にも

汚れたプラスチックのことが書かれているが、計画における排出見込み量とは汚れた容器

包装プラスチックを加味している数値なのか。 

 

 ●区 

  容器包装プラスチック含め、汚れた容器包装廃棄物を加味している。資源として出され

ている容器包装プラスチックに対し、本来資源化できるものが燃やすごみに混入している

実態がある。今後も普及・啓発を強化し、資源回収の促進を図りたい。 

 

（４）中央区ごみ排出実態調査の結果について 

 〇委員 

  23 区の中でも中央区と住宅地が多い区では、ごみに占める家庭ごみと事業系ごみの構成

は違うと思うが、５年に一度の調査でこれほど１人１日当たりのごみ量に差が生じるとな

ると、この比率を使用した目標設定で良いものか考える必要がある。 

 

 ●区 

  前回調査時からの差については、人口増に加え、コロナ禍以降のテレワーク定着など社

会情勢の変化が影響している。本区はまだ人口が増えていく区なので、この家庭ごみ比率

を使用した削減目標の設定を続けていくかどうかについては、来年度の計画改定において、

皆さまにご審議いただきたい。 

 

 〇座長 

  中央区ごみ排出実態調査は区内何カ所の集積所から調べたのか。他区においても地域に

よって集積所におけるごみの出され方が違うのではないかという声がある。 

 

 ●区 

  区内 14 カ所の集積所から調べた。ビル街か住宅地かといった特性を考慮し、京橋、日本
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橋、月島の３地域それぞれの集積所を選択した。 

 

 〇座長 

  家庭ごみと事業系ごみの比率はどのように算出したのか。 

 

 ●区 

  区内集積所で調査した排出原単位を基に人口および日数を乗じて家庭ごみ量を推計し、

事業系ごみ量は区収集ごみ全体の推計量から家庭ごみ量を差し引いて推計した。令和６年

度は区収集の燃やすごみに占める家庭ごみ比率が 68.7％、事業系ごみ比率が 31.3％とな

り、前回調査に比べて家庭ごみの割合が大きく増加している。 

 

 〇座長 

  23 区全体の課題として、この家庭ごみと事業系ごみの比率の正解を出すのが難しいとこ

ろがある。この比率によって目標値等全てに影響してしまうので、注意した方が良いとい

う点には同意である。５年に一度しか調査していない比率を目標値として使うということ

については慎重に検討した方が良い。 

 

 ●区 

  了解した。 

 

 〇委員 

  「①汚れたプラスチック製容器包装とペットボトルを可燃物に含めた場合」と「②汚れ

たプラスチック製容器包装とペットボトルを資源物に含めた場合」という表現をしている

が、①を排出の段階から洗うなどして未然に防げれば、②のようになるという意図か。 

 

 ●区 

  その理解で間違いない。汚れてしまった容器包装廃棄物が一定量出ていることから、で

きる限り資源に回してもらいたいという意図もあり、この形で算出した。 

 

（５）その他 

 〇委員 

  外国人観光客の増加に伴う道路上や公園へのポイ捨て対策を求める。 

 

 ●区 

  清掃委託による巡回・清掃を継続する。 

 

 〇委員 

  区ホームページにおける拠点回収場所一覧のスマートフォンでの視認性向上を求める。 

 



- 5 - 

 ●区 

  視認性向上のため改善する。 

 

３ 閉会 

  事務局より、今後の予定を説明した。 

  来年度は「中央区一般廃棄物処理基本計画 2021」の改定内容の審議を予定しているため、

来年度の協議会については、年４回の開催予定になることを報告した。 


